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母校との連携による社会福祉セミナーを開催しました。
第１回「子どもの未来とソーシャルワーク」【10月奈良会場】　・ 第２回「社会福祉法人の
今後のあり方を考える」【11月岩手会場】は、オンラインでの参加もでき好評でした。

【セミナー開催報告】
同窓会社会福祉セミナープロジェクト
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実践報告／ニコニコ食堂老沼代表 奈良同窓会受付の皆さん

「社会福祉セミナーin奈良」を終えて「社会福祉セミナーin奈良」を終えて
　木村尚文同窓会副会長から開催を打診されたときは「同
窓生数も少ない小規模支部でいいのかな」とも思いました
が、私が前職のときからお世話になっている先輩の依頼を
無碍にすることもできず（笑）、お引き受けしました。私は行
政、社協、天理教関係などの後援名義を取りに走り回っただ
けですが、諸先輩や関係者のご協力で無事にセミナーを終
えることができました。

　会場の「天理駅南団体待合所」は、幼児の遊び場所や中
高生の学習スペース等とともに、イベント等が行える「開か
れたコミュニティ空間」です。こうした場所で、母校や天理大
学の教員による講義とともに天理の実践を紹介し参加者と
ともに共有できたことは主催者としてこの上ない喜びです。

奈良県支部長　渡辺一城

山羊の活躍もヒントに　――岩手でセミナー開催――山羊の活躍もヒントに　――岩手でセミナー開催――
　「社会福祉セミナーin岩手」が、2022年11月19日（土）岩
手県盛岡市の「プラザおでって」で開催されました。会場参
加は26人、オンライン参加が10人でした。
　武居敏同窓会副会長が「人口減少と歩む社会福祉法人」
をテーマに基調講演、地域社会との連携を強調し「地域に聞
く、働きかける、活かす」と結びました。
　パネルディスカッションでは、細田重憲氏が障害者の生活

を支える専門職集団として社会福祉
法人の存在価値を高めると語りまし
た。野田大介氏は、高校生の学びのプ
ロジェクトや山羊による除草の取組を
紹介、福祉の枠を飛び出そうと呼びかけました。山羊を巻き
込んだ楽しい仕掛けに興味がそそられました。

岩手県支部長　右京昌久

パネルディスカッション岩手同窓会の皆さん



～清澄庭園「涼亭」の集い～～清澄庭園「涼亭」の集い～

お申し込み案内お申し込み案内

同窓会では、この度、次の通り「社会福祉セミナー」を企画いたしました。どなたでも参加いた
だけますので、ご友人、職場の皆様などお誘い合わせのうえ、ふるってご参加ください。

５／27
同窓会×大学による 社会福祉セミナーin埼玉

【テーマ】　障害者福祉とソーシャルワーク ー障害者福祉サービスの今後のあり方を考えるー

2023年５月27日（土）　13：30～16：00（受付は13：00）

障害者権利条約・総括所見が問い
かける障害者福祉の改革

佐藤久夫氏
（日本社会事業大学名誉教授、
日本障害者協議会理事／政策
副委員長）

障害者福祉の未来とソーシャルワ
ーク（ソーシャルワーカーとして
大切にしたいこと）

曽根直樹氏
（日本社会事業大学専門職大
学院准教授）

福祉の仕事・魅力について

久木元駿氏
（社会福祉法人常盤会  
  関東事務室長）

埼玉会館4階会議室
さいたま市浦和区高砂3－1－4　／JＲ浦和駅（西口）下車徒歩6分

会場とオンラインの両方で開催　会場参加30名 / Zoom参加50名
参加費無料、どなたでも参加できます

下記の「お申し込みフォーム」よりお申し込みください。
⇒https://fs220.xbit.jp/b646/form2/
＊お申し込みいただいたアドレスに視聴するためのＵＲＬ又はご来場の案内等をお知らせします。
「同窓会HP」からもお申し込みできます。⇒http://jcsw-alumni.com/
　　　　　　　　　　　
2月15日から5月15日まで

日　時

セミナー 実践報告

会　場

開催形式

お申込方法

お申込期間

学部５期同期会開催11月15日

　東京都江東区にある、都立「清澄庭園・涼亭」にて、同期名簿
に記載される99名のうち、23名の出席でした。遠くは糸満、高
松、岡山、宇治、金沢等からも、遠路なればこそ、この日を楽しみ
に集い、懐かしくも親しい交わりの時をもちました。
　前回の同期会は，2018年５月で、二年後の開催を期しました
が、コロナウイルスのため、延期に次ぐ延期を経て、４年半ぶり
の開催となりました。
　卒後57年が過ぎた同期生は、全員が傘寿を迎える年齢以上
となりました。20世紀の終わり頃に開催した同期会で掲げられ
たスローガンは「君は21世紀まで生き残れるか」でした。
　　
（これからの活動について）
　会の終わりに、今後の５期同期会をどのように考えるか、につ
いての意見交換の機会をもちました。今回の企画を担当した幹
事会では、「幹事を決めての同期会は今回をもって終わりとする

事を提案する」、と
していました。しか
し、今後も続けた
い、との声が多く、
結局、今後も同期
会の企画は続け
ることで、現幹事
が方向性を整理する、ということになりました。
　大学を卒業してから57年、日本社会事業大学で学び、交わっ
た日々は、中身は違えど、一人一人、今に至るまでいかに貴重な
ものであるかをあらためて思わせられる同期会でした。

　　　▼幹事名・　佐野紘子、白井利明、常友陽子、並木信一、
　　　山本欣司(代表)、吉崎一紘、吉崎直子　　（並木信一記）
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これからの活動について

 7 月 　納涼盆踊り大会
　　　　(主催:「銀座会（商工会）」様) 当日ボランティア

12月   「集まれ！落ち葉でお芋大作戦！」
　　　　（清瀬エンジン主催イベント）への参加

さんさんさん活動メモ 令和4年度

活動写真

母校の支援と同窓生のネットワークを生かすため、あなたの同窓会への参加をお待ちしています。

「さんさんさん」って？

 「まちづくり」をテーマに、地域を中心として活動する
ボランティアサークルです。
　特に清瀬市内を中心に、様々な
イベント（市民まつり、商店街の夏
祭り、町の会議など）に参加してい
ます。
 「地域住民と関わりたい！」「ボ
ランティアをしたい！」「わくわく
するイベントに運営側として携わ
ってみたい！」など、参加するメン
バーの動機は様々。多方面での活
動や交流を通して、新たな学びと
体験をすることができます！

　一昨年から、新型コロナウイルス蔓延による影響を受け、
例年参加させて頂いていた清瀬のイベントの大部分が中止
になってしまいました。そのため、しばらくボランティア活
動を行うことができませんでした。しかしそんな中、今年
は、清瀬のイベントが一部復活し、活動を再開することがで
きました。それだけではなく、大学のボランティアセンター
の紹介等から新たなボランティア活動に結びつくこともあ
り、大変嬉しく思います。
　また、今年度は1年生が２名、２年生が１名加入してくれ
ました！新たな仲間とともにこれからも「清瀬」のイベント
に大学生として積極的に関わっていきたいと思います！
▶皆様へのメッセージ
　いつも皆様には、私達大学生ボランティアに活動の機会
を頂き、そして取り組みを見守って下さり、感謝の気持ちで
いっぱいです。加えて、「清瀬」でボランティアを通して
様々な方と交流できることを幸せに思います。

　「さんさんさん」は、「清瀬」で
大学生の私達だからできることに誠
心誠意取り組んでいきたいと考えて
おります。もし、「このイベントに
大学生の力があったらなぁ...」と思
われた際は、ぜひお声掛けくださる
と嬉しいです。
　また、「さんさんさん」では公式
ツイッターを運営しております。機
会がありましたら、ぜひ御覧ください。
これからも、「さんさんさん」として「清瀬」で活動してま
いりますので、何卒宜しくお願い致します。
　最後に、「さんさんさん」は随時サークルメンバーを募集
しております。少しでも興味がありましたら、是非公式ツ
イッターへご連絡ください。清瀬のイベントを一緒に盛り上
げる同志をお待ちしております。

大作戦の学生オールスタッフメンバー大作戦の学生オールスタッフメンバー

活動最後に参加メンバーでパシャリ。
一仕事を終えて清々しい笑顔です。

袋いっぱいの落ち葉。
焼き芋の焼きに大活躍。公道の脇に溜まる落ち葉を箒で集める様子。

車に注意しながら地域の方や他の大学生を
混じえてグループごとに行いました。

さんさんさん
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母校の支援と同窓生のネットワークを生かすため、あなたの同窓会への参加をお待ちしています。

子どもたちと 地域に居場所をつくっていく
学生創設団体『たこやきぱらだいす』

「自分のペースで学習ができ、遊べる場所があったら」と思ったことが一つのきっかけ
に。このような想いから日本社会事業大学などの学生が、立川市で子どもの居場所づ
くりを行っている。2021（令和3）年8月に始まった取り組みは、コロナ禍のなかで続け
られている。学生創設団体による地域の居場所づくりの実践を紹介する。
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夏祭りの輪投げの様子です

同じく、工作“紙で作ろう！かき氷
づくり”景品は全て寄付です！

みんなでつくる居場所づくり　学生創設団体『たこやきぱらだいす』

　たこぱらは活動する学生たちにとっても、活動
を通じて地域の人たちとつながり、一緒に地域づ
くりに携わることができる大切な居場所である。
　たこぱらとはどんな場所なのだろう。前代表の

小向さんはこう話す。「子どもも学生ボランティア
も無理なくありのまま楽しめる場所です。子ども
たちも主体性をもってみんなで一緒に作ってい
けたらいいなと思っています」

活動日時　毎週木曜日　15時～18時　
活動場所　にこにこサロン（立川市）
活動内容　遊び、学習、体験行事、季節行事
子ども平均数／1回　小学生7名、中学生5名、高校生1名
スタッフ平均数／1回　大学生10名、地域住民3名
協賛・協力　立川市社会福祉協議会　
　　　　　  フードバンク立川　市民の方
正会員　34名　賛助会員　17名

＊
只
今
た
こ
や
き
ぱ
ら
だ
い
す
で

は『
賛
助
会
員（
１
口
2
千
円
）』・

『
ご
寄
付
』の
ご
協
力
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

【郵便局留の現金書留で】
宛先:〒190-8799東京都立川市曙町２丁目１４－３６
立川郵便局留　宛名:小向喬子(070-3614-3285)
※現金書留を送ってくださる方は発送通知の代わりに、
お電話( 070-3614-3285 ) か、メール(tako. para. desu@gmail.com )
を頂ければと思います。よろしくお願いします。
公式ライン（緑色）
Facebook（白色）
ツイッターID : @Takoyaki_prds

（左）前代表の小向喬子
（右）現代表の太田なつみ
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オンラインによる第2回
＜コロナ禍＞に負けるな！

『福祉現場で活躍するＯＢ・ＯＧとの交流会』
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ラ
イ
ン
交
流
会
を
実
施
し
、福
祉
現
場
の
経
験
豊
富

な
先
輩
達
が
、在
校
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た

　

参
加
施
設
は
、17
法
人
・
延
26
施
設（
高
齢
9
／
障

害
13
／
児
童
4
施
設
）。在
校
生
1
〜
4
年
生
・
延
べ

1
1
1
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
初

め
て
交
流
会

へ
エ
ン
ト
リ

ー
し
、2
名
の

学
生
さ
ん
に

参
加
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
を
含
め
た
2
名
の
社
大
O
B
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
障
害

福
祉
、司
法
福
祉
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
の

醍
醐
味
に
つ
い
て
話
を
し
、意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

学
生
さ
ん
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
の
醍
醐
味
に

つ
い
て
共
有
で
き
る
貴
重
な
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と

に
、心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

　

昨
年
も
参

加
を
さ
せ
て

頂
き
感
じ
た

の
で
す
が
、

在
学
生
と
の

交
流
の
機
会

は
、卒
業
生
と
し
て
も
大
変
懐
か
し
い
思
い
と
、何
か
役

に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。学
生
に
と
っ
て
も
、全
国
に
い
る
色
々
な
O
B
の
人

た
ち
と
の
当
機
会
は
貴
重
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
S
N
S
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
る
な
ど
、今

後
も
、よ
り
多
く
の
人
と
交
流
の
形
が
で
き
て
い
く
と

良
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
交
流
会
参
加
施
設
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆

さ
ん
に
は
大
学
が
3
年
次
に
実
施
し
て
い
る「
相
談
援

助
実
習
」に
お
い
て
も
サ
ポ
ー
ト
支
援（
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
等
に
よ
り
規
定
の
時
間
数
を
満
た
さ
な
か
っ

た
学
生
に
対
す
る「
実
習
に
代
わ
る
学
内
演
習
」に
協

力
）を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

倉
持
先
生

か
ら
の
お
声

掛
け
で
学
内

で
の
演
習
を

担
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
で
事
例
を
通
し
て
、利
用
者
の
望
む
生
活
、

本
人
や
家
族
へ
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
が
、ク

レ
ー
ム
の
事
例
で
は
、こ
ち
ら
が
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

「
時
間
外
労
働
」に
着
目
し
た
学
生
が
散
見
し
、こ
れ
か

ら
の
仕
事
の
あ
り
方
に
つ
い
て
一
考
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。新
鮮
な
学
び
を
与
え
て
く
れ
た
学
生
と
倉
持
先

生
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
も
な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
収
束
の
見
通
し
が
立

た
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も＜

コ

ロ
ナ
禍＞

に
負
け
ず「
在
校
生
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
」や

「
実
習
へ
の
サ
ポ
ー
ト
」を
通
し
て
福
祉
の
魅
力
・
仕
事

を
も
っ
と
伝
え
て
い
け
る
よ
う
、さ
ら
な
る
同
窓
生
と

在
校
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
貢
献
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、同
窓
生
の
皆
様
の
引
き
続
い
て
の
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

経
験
豊
富
な
先
輩
達
が
在
校
生
を
サ
ポ
ー
ト

相
談
援
助
演
習
へ
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
も

さ
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
し
て

Ｑ
．オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
あ
た
り
ご
苦
労
さ
れ
た

こ
と・振
り
返
っ
て
の
ご
感
想
に
つ
い
て

茨城県：
芳香会　
酒寄学様・学部36期
/院前14期

北海道：
はるにれの里　
塚本由希乃様・
学部46期

東京都：
日本赤十字社
総合福祉センター　
横山裕子様・専院14期

ご
担
当
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
に

お
聞
き
し
ま
し
た
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同窓会活動と大学のさらなる連携の強化目指して！
■８月20日
第２回運営委員会・事務局合同会議
本年度事業計画の進捗状況の確認外以下の項目について
意見交換と情報共有を行いました。
■社会福祉セミナーの推進について
■福祉現場で活躍するＯＢ・ＯＧとのオンライン交流会
■同窓会会員名簿など

■12月17日　合同役員会議
「同窓会活動の課題及び活性化に向けて、同窓会本部と
して何ができるか」を主テーマに意見交換しました。

　同窓生の皆様には会報に同封されている「同窓会年
会費」納入用紙をお使いいただき、同窓会の学生教育
支援などへのご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げ
ます。　　　　　　　　　　  同窓会会長　岩崎俊雄

スマートフォン決済ができる様になりました
　今までと同じ振込用紙で郵便局やコンビニでお振り込みされる他、ス
マートフォン決済ができるようになりました。※「スマートフォン（アプリ決
済）」をご利用の場合は、振込用紙裏面をご確認の上ご利用ください。

“母校・在校生への支援”のため
会費納入にご協力を

　昨年11月から2023年度母校社会福祉学部の入試が始まって

います。この奨学金は、本同窓会の「五味基金」から学部入試にお

いて日本社会事業大学に入学する新入生に対し、１名につき50

万円を奨学金として支給する奨学金事業です。

　助成基準は、「児童養護施設に入所されている児童」が対象と

なります。（同窓会支部からの推薦に基づき、同窓会役員会で審

査・決定）社大入学予定者で候補者がいる場合は、同窓会事務局

に電話等で連絡・相談ください。

【お問い合わせ】　日本社会事業大学同窓会　

℡：042－496－3053　Ｅ-mail：kouyu@jcsw.ac.jp

同窓会「五味基金」による
学生支援奨学金について
同窓会「五味基金」による
学生支援奨学金について

大分県支部後藤事務局長を偲ぶ会
　11月５日、昨年亡くなられた大分同窓会の後藤政浩氏（事
務局長）を偲ぶ会を開催しました。
　当日は、野球部OBを中
心に、東京・福岡・佐賀・
大分から６人が集まりお
墓参りをした後、後藤さん
の実家にてご家族ととも
に昼食会の形で偲ぶ会
が開催されました。

抽選で10名様に

同窓会オリジナルボールペン

大学フリクション
蛍光ペンセット

住所・氏名を次のあて先までご連絡ください。
〈郵便の方〉　　〒２０４－８５５５  清瀬市竹丘３－１－３０
　　　　　　　日本社会事業大学同窓会
〈ＦＡＸの方〉　  ０４２－４９６－３０５１
〈Ｅ-mailの方〉　kouyu@jcsw.ac.jp

事務局報告事務局報告事務局報告事務局報告事務局報告事務局報告事務局報告事務局報告事務局報告事務局報告事務局報告事務局報告事務局報告事務局報告事務局報告事務局報告事務局報告事務局報告

ダブルプレゼント

■社会福祉セミナー
・10月16日
　「in奈良」
・11月19日
　「in岩手」

■社会福祉セミナー
・10月16日
　「in奈良」
・11月19日
　「in岩手」
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山
梨
県
韮
崎
市
で
障
が

い
者
や
高
齢
者
支
援
に

関
わ
ら
れ
て
い
ま
す
が

　

信
和
会
は
、山
梨
県
中

北
地
域
の
韮
崎
市
穴
山
地

区
に
あ
る
障
が
い
・
高
齢

事
業
を
行
っ
て
い
る
社
会

福
祉
法
人
で
す
。1
9
8
6
年
5
月
に

東
京
都
の
都
外
施
設
と
し
て
精
神
薄
弱

者
更
生
施
設「
穴
山
の
里
」を
開
設
し
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。当
時
は
、バ
ブ
ル
の

時
代
で
福
祉
施
設
を
造
ら
れ
る
と
周
囲

の
土
地
の
価
格
が
低
下
す
る
と
云
わ
れ
、

東
京
都
で
は
地
価
の
高
騰
と
建
設
反
対

で
や
む
を
得
ず
都
内
で
の
建
設
を
あ
き

ら
め
、施
設
建
設
を
都
外
に
求
め
て
い
ま

し
た
。そ
の
窮
状
を
当
時
の
東
京
都
福
祉

局
長
の
金
平
輝
子
氏
か
ら
切
々
と
訴
え

ら
れ
た
栗
原
信
雄
氏（
創
設
者
・
私
の

父
）は
、少
し
で
も
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
考
え
、先
祖
か
ら
引
き
継
い
だ

1
万
坪
の
土
地
に
誘
致
す
る
こ
と
を
決

意
し
た
そ
う
で
す
。そ
し
て
、家
族
会
議

が
行
わ
れ
こ
の
話
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た

が
、福
祉
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
も
障
が
い

者
の
イ
メ
ー
ジ
も
な
く
た
だ
た
だ
驚
い

た
こ
と
を
い
ま
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

現
在
に
至
る
ま
で
の
私
の
経
歴
と

現
状
に
つ
い
て

　

当
時
地
域
の
障
が
い
者
に
対
す
る
認

識
は
あ
ま
り
な
く
、全
国
的
に
福
祉
施

設
の
開
設
は
困
難
な
環
境
に
あ
り
ま
し

た
が
、そ
の
後
地
区
の
区
長
会
、近
隣
の

皆
様
か
ら
の
賛
同
と
韮
崎
市
議
員
協
議

会
か
ら
の
賛
成
を
も
ら
い
社
会
福
祉
法

人
の
設
立
と
施
設
建
設
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
が
、こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
経
験
の

な
い
分
野
で
あ
り
、母
と
1
つ
上
の
姉
が

施
設
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。私
は
、ま
だ
韮
崎
高
校
の
生

徒
で
し
た
が
家
族
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を

目
の
当
た
り
に
し
、将
来
は
自
分
が
担
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
重
責

を
感
じ
、日
本
社
会
事
業
大
学
へ
の
進
学

を
決
意
し
ま
し
た
。入
学
は
原
宿
校
舎
で

し
た
が
1
9
8
9
年
４
月
の
４
年
次
か

ら
清
瀬
に
移
転
し
清
瀬
校
舎
で
の
第
1

回
卒
業
生
と
な
り
ま
し
た
。専
門
ゼ
ミ

は
京
極
髙
宣
先
生
。卒
業
論
文
の
テ
ー
マ

は「
高
齢
化
社
会
と
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
一
考
察
」で
あ
り
、学
友
の
潮

谷
有
二
氏
ら
と
濃
厚
な
4
年
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
、卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
で

あ
っ
た「
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
」の
見
識
を

広
げ
る
た
め
、社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団

（
現
、福
祉
医
療
機
構
）に
入
職
し
、社
会

福
祉
・
医
療
施
設
整
備
貸
付
事
業
、共

済
、保
険
の
各
分
門
、厚
生
労
働
省
出
向

（
1
9
9
7
〜
9
8
年
・
2
年
間
）と
多

岐
に
わ
た
る
福
祉
関
連
業
務
を
経
験
し

ま
し
た
。

　

2
0
0
6
年
4
月
信
和
会
入
職
。同

年
山
梨
県
で
初
め
て
の
全
室
個
室
で
の

ユ
ニ
ッ
ト
型
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
穴
山
の
杜
」が
開
設
さ
れ
、高
齢
者
分

野
へ
の
事
業
に
も
参
画
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

信
和
会
は
、社
会
活
動
に
も
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が

　

前
述
の
と
お
り
設
立
当
初
は
経
営
に

つ
い
て
も
素
人
で
あ
り
、建
設
費
に
ほ
と

ん
ど
の
資
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
し
ま
い
、運

営
費
が
２
か
月
後
に
入
金
さ
れ
る
こ
と

も
わ
か
ら
ず
に
人
件
費
等
の
必
要
資
金

を
理
事
や
関
係
者
の
方
に
相
談
し
て
工

面
し
た
そ
う
で
す
。企
業
・
団
体
か
ら
軽

ト
ラ
ッ
ク
等
備
品
の
寄
贈
や
助
成
金
の

協
力
も
し
て
も
ら
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
厳
し
い
経
営
の
中
で
も
、障
が
い

者
の
理
解
と
建
設
を
許
可
し
て
い
た
だ

い
た
地
域
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、二
つ
の

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
目
が『
地
域
環
境
美
化
活

動
』で
す
。無
人
駅
と
な
っ
た
J
Ｒ
穴
山

駅
舎
な
ど
の
清
掃
を
開
設
以
来
現
在
も

継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
活
動
は

障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
に
も
つ
な
が

り
２
０
１
９
年
秋
の
褒
章“

緑
綬
褒
章”

（
社
会
奉
仕
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
が
、『
穴
山
地
区
の
環
境
整

備
活
動
』で
す
。穴
山
の
町
を
桜
の
町
に

し
た
い
と
廃
棄
道
や
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
利

用
者
と
職
員
で
桜
の
苗
を
植
え
、管
理

し
、今
で
は
穴
山
の
町
は
桜
の
花
で
い
っ

ぱ
い
と
な
り
、今
年
も
多
く
の
方
が
桜
を

見
る
た
め
に
穴
山
の
町
を
訪
れ
て
く
れ

て
い
ま
す
。清
瀬
の
母
校
キ
ャ
ン
パ
ス
に

も
河
津
桜
を
植
樹
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

学
生
時
代
の
思
い
出
は

　

私
は
、大
学
３
年
ま
で
竹
下
通
り
を

使
い
原
宿
校
舎
で
学
び
、４
年
次
の
１
年

間
は
新
築
の
清
瀬
校
舎
に
通
っ
た
ど
ち

ら
の
校
舎
も
経
験
し
た
卒
業
生
で
す
。原

宿
校
舎
は
、重
厚
で
素
敵
な
建
物
で
し
た

が
、夏
は
暑
く
、冬
は
寒
い
中
で
講
義
を

聞
き
ま
し
た
。社
大
は
ゼ
ミ
の
教
授
だ
け

で
な
く
、他
の
教
授
と
飲
む
機
会
も
多
く

楽
し
い
学
生
時
代
で
し
た
。ま
た
、サ
ー

ク
ル
の
コ
ン
パ
が
あ
る
と
酔
い
つ
ぶ
れ
た

学
生
を
大
学
ま
で
連
れ
て
く
る
の
に
、原

宿
の
町
を
夜
中
に
リ
ヤ
カ
ー
で
迎
え
に

い
っ
た
も
の
で
し
た
。

　
今
後
の
活
動
と
抱
負
な
ど
に
つ
い
て

　

信
和
会
は
障
が
い
分
野
の
１
施
設
か

ら
発
足
し
、現
在
は
障
が
い
８
事
業
所
及

び
高
齢
２
事
業
所
の
経
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
間
の
福
祉
制
度
の
変
遷
は
激
し

く
幾
多
の
制
度
改
革
に
振
り
回
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、こ
れ
ら
を
前
向
き
に
利
用

者
本
位
の
施
策
と
と
ら
え
て
事
業
活
動

を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
が

急
速
に
進
行
す
る
中
に
あ
っ
て
は
今
後
に

お
け
る
事
業
展
開
に
与
え
る
影
響
は
大

き
い
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
が
、法
人

の
基
本
理
念
で
あ
る「
接
遇
」「
感
謝
」「
向

上
」の
も
と
、子
ど
も
も
障
が
い
者
も
高
齢

者
も
共
に
生
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に

い
さ
さ
か
で
も
寄
与
し
た
い
。そ
し
て
、何

よ
り
も
創
設
者
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
地

域
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
と
し
て
、

「
穴
山
に
信
和
会
が
在
っ
て
よ
か
っ
た
！
」

と
認
め
ら
れ
る
よ
う
一
層
の
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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創設者の想いを受け継ぎ
　　地域密着型の社会福祉を実践する


